
厚
生
労
働
省
は
、
十
一
月
を

「
過
労
死
等
防
止
啓
発
月
間
」
と

定
め
て
、
過
労
死
等
（
※
）
を
な

く
す
た
め
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
の
取
組
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
月
間
は
、
「
過
労
死
等
防

止
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
く
も
の

で
、
過
労
死
等
を
防
止
す
る
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。

一
、
国
民
へ
の
周
知
・
啓
発

・
「
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
実
施

民
間
団
体
と
連
携
し
て
、
四
十

七
都
道
府
県
四
十
八
会
場
（
東
京

は
二
会
場
）
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
す
る
。

・
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
な
ど
に
よ
る

国
民
に
向
け
た
周
知
・
啓
発
の
実

施

ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
・
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
な
ど
多
様
な

媒
体
を
活
用
し
た
周
知
・
啓
発
を

図
る
。

二
、
過
重
労
働
解
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
過
労
死
等
に
つ
な
が
る
過
重
労

働
な
ど
へ
の
対
応
と
し
て
、
著
し

い
過
重
労
働
や
悪
質
な
賃
金
不
払

残
業
な
ど
の
撲
滅
に
向
け
た
重
点

的
な
監
督
指
導
や
、
全
国
一
斉
の

無
料
電
話
相
談
「
過
重
労
働
解
消

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
」
な
ど
を
行
う
。

一
、
労
使
の
主
体
的
な
取
組
を
促

す二
、
労
働
局
長
に
よ
る
ベ
ス
ト
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
企
業
へ
の
職
場
訪
問

を
実
施

三
、
重
点
監
督
を
実
施

四
、
電
話
相
談
を
実
施

五
、
過
重
労
働
解
消
の
た
め
の
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催

（
※
）
「
過
労
死
等
」
と
は
・
・
・

業
務
に
お
け
る
過
重
な
負
荷
に
よ

る
脳
血
管
疾
患
も
し
く
は
心
臓
疾
患

を
原
因
と
す
る
死
亡
、
も
し
く
は
業

務
に
お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に

よ
る
死
亡
ま
た
は
こ
れ
ら
の
脳
血
管

疾
患
、
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害
を
い

い
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は
十
月
三
十
日
に
、

過
労
死
対
策
の
議
論
の
土
台
と
な

る
「
平
成
三
十
年
版
過
労
死
等
防

止
対
策
白
書
」
を
公
表
し
ま
し
た
。

こ
の
「
過
労
死
等
防
止
対
策
白
書
」

は
、
過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法

（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
一
〇
〇

号
）
に
基
づ
き
、
国
会
に
報
告
を

行
う
法
定
白
書
で
す
。

今
回
で
三
回
目
と
な
る
白
書
で

は
特
に
、
過
労
死
な
ど
が
多
い
と

さ
れ
る
「
教
職
員
」
「
医
療
」

「
Ｉ
Ｔ
」
に
つ
い
て
労
働
実
態
な

ど
を
重
点
的
に
分
析
し
、
業
界
特

有
の
働
き
過
ぎ
や
精
神
的
ス
ト
レ

ス
の
要
因
が
浮
か
び
上
が
っ
た
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

白
書
は
、
次
の
と
お
り
５
つ
の

章
と
資
料
編
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

第
一
章

労
働
時
間
や
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
対
策
等
の
状
況

第
二
章

過
労
死
等
の
現
状

第
三
章

国
に
お
け
る
主
な
取
組

第
四
章

過
労
死
等
を
め
ぐ
る
調

査
・
分
析
結
果

第
五
章

過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
の
実
施
状
況

厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
本
文
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
．
国
に
お
け
る
主
な
取
組
み
と

し
て
、
「
過
労
死
等
の
防
止
の
た

め
の
対
策
に
関
す
る
大
綱
」
（
平

成
三
十
年
七
月
二
十
四
日
閣
議
決

定
）
の
概
要
お
よ
び
「
働
き
方
改

革
を
推
進
す
る
た
め
の
関
連
法
律

の
整
備
に
関
す
る
法
律
」
（
働
き

方
改
革
関
連
法
）
の
定
め
る
長
時

間
労
働
の
是
正
等
に
関
す
る
ポ
イ

ン
ト
に
つ
い
て
記
載
。

二
．
過
労
死
等
が
多
く
発
生
し
て

い
る
と
指
摘
の
あ
る
教
職
員
、
Ｉ

Ｔ
産
業
、
医
療
を
中
心
と
し
た
重

点
業
種
・
職
種
に
関
す
る
労
災
事
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案
等
の
分
析
な
ど
、
企
業
に
お
け

る
過
労
死
等
防
止
対
策
の
推
進
に

参
考
と
な
る
調
査
研
究
結
果
を
報

告
。

三
．
労
働
行
政
機
関
等
に
お
け
る

長
時
間
労
働
削
減
等
の
対
策
や
国

民
に
対
す
る
啓
発
、
民
間
団
体
の

活
動
に
対
す
る
支
援
な
ど
、
昨
年

度
の
取
組
み
を
中
心
と
し
た
施
策

の
状
況
に
つ
い
て
詳
細
に
報
告
。

四
．
過
労
死
等
防
止
対
策
に
取
り

組
む
民
間
団
体
、
国
、
地
方
公
共

団
体
お
よ
び
学
校
の
活
動
を
コ
ラ

ム
と
し
て
紹
介
。

旧
大
綱
に
記
載
さ
れ
た
５
つ
の

重
点
業
種
・
職
種
（
教
職
員
、
Ｉ

Ｔ
産
業
、
医
療
を
中
心
）
の
調
査

分
析
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

・
教
職
員
：

回
答
者
三
万
五
千
六
百
四
十
人

の
一
日
の
平
均
勤
務
時
間
は
十
一

時
間
十
七
分
。
残
業
の
理
由
で
は
、

「
自
分
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
量
が
多
い
」
と
の
回
答
が

七
割
弱
と
最
多
、
ス
ト
レ
ス
の
要

因
で
は
、
「
保
護
者
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
へ

の
対
応
」
と
答
え
た
人
が
四
割
弱
。

・
医
療
：

一
〇
七
八
の
病
院
へ
の
調
査
で
、

月
の
残
業
時
間
が
一
〇
〇
時
間
を

超
え
る
医
師
が
い
る
病
院
が
十
二
．

三
％
。

・
Ｉ
Ｔ
：

シ
ス
テ
ム
ト
ラ
ブ
ル
へ
の
緊
急

対
応
や
厳
し
い
納
期
を
強
い
ら
れ

る
な
ど
、
発
注
者
か
ら
の
要
望
が

過
重
労
働
の
主
因
。

白
書
で
は
、
昨
年
に
調
査
し
た

重
点
業
種
の
「
自
動
車
運
転
」

「
外
食
」
を
含
め
、
業
種
ご
と
の

特
徴
に
応
じ
た
対
策
を
講
じ
、
過

労
死
な
ど
の
根
絶
に
つ
な
げ
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
い
ま
す
。

十
二
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
十
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○

十
月
分
源
泉
所
得
税
・
住
民
税

の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

三
十
日

○
十
月
分
健
保
・
厚
年
保
険
料
の

納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］

そ
の
他

○

年
末
調
整
の
申
告
書
配
布
と
回

収

第111号 藤田社会保険労務士事務所だより 平成30年11月1日

こ
の
時
期
、
働
き
方
改
革
関
連

法
を
テ
ー
マ
に
し
た
研
修
会
の
案

内
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

先
日
、
行
政
と
所
属
団
体
が
主

催
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修
会
の
案

内
を
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
同

一
日
の
同
一
時
間
に
開
催
さ
れ
る

た
め
、
い
ず
れ
に
出
席
す
る
べ
き

か
と
て
も
迷
っ
て
い
ま
す
。（

ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail：
fujita.office-1@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・075-611-5300
FAX・075-606-1906

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

十
一
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

Ｑ 当社で雇用継続給付の介護休業給付金の申請

手続きをする予定です。

しかし、本人の居所が遠方のため、申請の都度

本人の署名・押印がもらえません。代筆してもよ

いでしょうか。

Ａ
平成30年10月1日より雇用継続給付の手続

きに必要であった被保険者の署名・押印は、

「記載内容に関する確認書・申請等に関する同意書」

を作成して保存することで省略することが可能となり

ました。

御社のケースも介護休業予定者に同意書の提出を求

めておくとよいでしょう。

同意書の作成は、申請内容等を事業主等が被保険者

に確認して、被保険者と合意のもとに作成します。

なお、ハローワークへの申請時には、同意書の提出

は求められないとのことですが、必要に応じて提出を

求められることがありますので、同意書は必ず保存し

てください。書類の保存期間は、完結の日から４年間

となります。

対象となる対象となる申請書等は、次のとおりです。

〈高年齢雇用継続給付金〉

・高年齢雇用継続給付受給資格確認票・（初回）高年

齢雇用継続支給申請書

・高年齢雇用継続給付支給申請書

・雇用保険被保険者六十歳到達時等賃金証明書

〈育児休業給付金〉

・育児休業給付金受給資格確認票・（初回）育児休業

給付金支給申請書

・育児休業給付金支給申請書

・雇用保険被保険者休業開始時賃金月額証明書

〈介護休業給付金〉

・介護休業給付金支給申請書

・雇用保険被保険者休業開始時賃金月額証明書

いずれの申請書の申請者氏名・署名欄には、「申請

について同意済」と記載してください。

雇用継続給付の被保険者の署名･押印

調
査
の
分
析
結
果
は


